
令和2年6月25日奥 多 摩 の 教 育（1） 第 2 2 0 号

奥
多
摩
町
教
育
委
員
会
で
は
、
憲

法
、
教
育
基
本
法
、
地
方
教
育
行
政

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
、

そ
の
他
の
教
育
関
係
諸
法
令
並
び
に

東
京
都
教
育
委
員
会
の
方
針
等
に
基

づ
き
、
町
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え

て
、
教
育
目
標
と
方
針
を
定
め
て
い

ま
す
。

本
年
度
、
最
初
の
発
行
に
あ
た
り
、

皆
様
に
改
め
て
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
将
来

を
見
据
え
た
よ
り
良
い
教
育
環
境
の

実
現
の
た
め
に
教
育
行
政
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

⑴ 

教
育
目
標

⑵ 

基
本
方
針

〇 

基
本
方
針
１
　「
人
権
尊
重
の
精

神
」
と
「
社
会
貢
献
の
精
神
」
の
育
成

〇 

基
本
方
針
３
　「
総
合
的
な
教
育

力
」
と
「
生
涯
学
習
」
の
充
実

〇 

基
本
方
針
４
　「
町
民
の
教
育
参

加
」
と
「
学
校
経
営
の
改
善
」
の
推
進

〇 
基
本
方
針
５
　「
伝
統
文
化
の
保

存
」
と
「
郷
土
愛
育
成
」
の
推
進

〇 

基
本
方
針
２
　「
確
か
な
学
力
の

定
着
」
と
「
個
性
や
創
造
力
の
伸
長
」

の
推
進

「
住
み
た
い　

住
み
続
け
た
い　

み
ん

な
が
支
え
る
癒
し
の
ま
ち　

奥
多
摩
」

を
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
す
る
町
の
第
５
期
長
期
総
合
計

画
を
指
針
と
し
、
次
代
の
町
を
担
っ

て
い
く
人
材
の
育
成
を
最
重
点
課
題

と
し
、
知

・
徳

・
体
の
調
和
の
と
れ

た
人
間
を
育
て
る
た
め
、
「
確
か
な
学

力
」
、
「
豊
か
な
心
」
、
「
健
や
か
な
体
」

を
育
成
す
る
教
育
を
推
進
し
、
子
ど

も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む
。

そ
の
た
め
に
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
が
連
携
し
、
だ
れ
も
が
生
涯
を
通

じ
て
、
学
び
、
支
え
合
う
こ
と
の
で

き
る
地
域
社
会
の
実
現
と
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
方
針
の
１
つ
で
あ
る

「
町
の
中
と
外
か
ら
関
心
を
も
た
れ

る
教
育
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す

る
。互

い
の
人
格
を
尊
重
し
、
心
身
と

も
に
健
康
で
、
か
つ
、
知
性
、
感
性
、

道
徳
心
に
富
ん
だ
豊
か
な
人
間
性
を

身
に
付
け
、
広
く
国
際
的
視
野
と
社

会
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
意
識
を
持

っ
た
町
民
の
育
成
に
努
め
る
。

自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
行
動
す
る

個
性
と
、
創
造
力
豊
か
な
人
間
の
育

成
に
向
け
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育

を
充
実
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習

の
場
が
得
ら
れ
る
よ
う
教
育
行
政
を

推
進
す
る
。

町
の
基
本
構
想
を
指
針
と
し
、
長

期
的
展
望
に
立
っ
て
教
育

・
文
化

・

体
育
等
の
諸
施
策
の
充
実
に
努
め
、

町
民
憲
章
に
定
め
る
目
標
の
実
現
を

目
指
す
。

⑴ 

教
育
目
標

⑵ 

基
本
方
針

〇 

基
本
方
針
１
　「
人
権
尊
重
の
精

神
」
と
「
社
会
貢
献
の
精
神
」
の
育
成

〇 

基
本
方
針
３
　「
総
合
的
な
教
育

力
」
と
「
生
涯
学
習
」
の
充
実

〇 

基
本
方
針
４
　「
町
民
の
教
育
参

加
」
と
「
学
校
経
営
の
改
善
」
の
推
進

〇 

基
本
方
針
５
　「
伝
統
文
化
の
保

存
」
と
「
郷
土
愛
育
成
」
の
推
進

〇 

基
本
方
針
２
　「
確
か
な
学
力
の

定
着
」
と
「
個
性
や
創
造
力
の
伸
長
」

の
推
進

奥
多
摩
町
教
育
委
員
会
は
「
教
育

目
標
」
を
達
成
す
る
た
め
に
、
以
下

の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
教
育
施
策

を
推
進
す
る
。
（
各
方
針
の
説
明
に
つ

い
て
は
、
抜
粋
し
て
あ
り
ま
す
。
）

⑴ 

教
育
目
標

⑵ 

基
本
方
針

〇 

基
本
方
針
１
　「
人
権
尊
重
の
精

神
」
と
「
社
会
貢
献
の
精
神
」
の
育
成

〇 

基
本
方
針
３
　「
総
合
的
な
教
育

力
」
と
「
生
涯
学
習
」
の
充
実

〇 

基
本
方
針
４
　「
町
民
の
教
育
参

加
」
と
「
学
校
経
営
の
改
善
」
の
推
進

〇 

基
本
方
針
５
　「
伝
統
文
化
の
保

存
」
と
「
郷
土
愛
育
成
」
の
推
進

〇 

基
本
方
針
２
　「
確
か
な
学
力
の

定
着
」
と
「
個
性
や
創
造
力
の
伸
長
」

の
推
進

子
ど
も
た
ち
が
、
自
尊
感
情
を
も

ち
、
全
て
の
命
を
大
切
に
し
、
人
を

思
い
や
り
、
社
会
の
決
ま
り
を
身
に

付
け
て
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う

に
、
郷
土
を
愛
し
、
自
立
し
た
個
人

を
育
て
る
教
育
を
行
う
。

⑴ 

教
育
目
標

⑵ 

基
本
方
針

〇 

基
本
方
針
１
　「
人
権
尊
重
の
精

神
」
と
「
社
会
貢
献
の
精
神
」
の
育
成

〇 

基
本
方
針
３
　「
総
合
的
な
教
育

力
」
と
「
生
涯
学
習
」
の
充
実

〇 

基
本
方
針
４
　「
町
民
の
教
育
参

加
」
と
「
学
校
経
営
の
改
善
」
の
推
進

〇 

基
本
方
針
５
　「
伝
統
文
化
の
保

存
」
と
「
郷
土
愛
育
成
」
の
推
進

〇 
基
本
方
針
２
　「
確
か
な
学
力
の

定
着
」
と
「
個
性
や
創
造
力
の
伸
長
」

の
推
進

確
か
な
学
力
の
定
着
と
、
個
性
と

創
造
力
を
伸
ば
す
教
育
を
実
践
す
る

こ
と
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
、

情
報
化
社
会
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
る
子
ど
も
を
育
成
す
る
教
育
を
推

進
す
る
。

⑴ 

教
育
目
標

⑵ 

基
本
方
針

〇 

基
本
方
針
１
　「
人
権
尊
重
の
精

神
」
と
「
社
会
貢
献
の
精
神
」
の
育
成

〇 

基
本
方
針
３
　「
総
合
的
な
教
育

力
」
と
「
生
涯
学
習
」
の
充
実

〇 

基
本
方
針
４
　「
町
民
の
教
育
参

加
」
と
「
学
校
経
営
の
改
善
」
の
推
進

〇 

基
本
方
針
５
　「
伝
統
文
化
の
保

存
」
と
「
郷
土
愛
育
成
」
の
推
進

〇 

基
本
方
針
２
　「
確
か
な
学
力
の

定
着
」
と
「
個
性
や
創
造
力
の
伸
長
」

の
推
進

家
庭

・
学
校

・
地
域
の
教
育
力
を

高
め
、
そ
の
連
携
の
推
進
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
町
民
が
生
涯
を
通
じ

て
、
自
ら
学
び
、
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
み
、
社
会
参
加
の
機
会
の
充

実
を
図
る
。

⑴ 

教
育
目
標

⑵ 

基
本
方
針

〇 

基
本
方
針
１
　「
人
権
尊
重
の
精

神
」
と
「
社
会
貢
献
の
精
神
」
の
育
成

〇 

基
本
方
針
３
　「
総
合
的
な
教
育

力
」
と
「
生
涯
学
習
」
の
充
実

〇 

基
本
方
針
４
　「
町
民
の
教
育
参

加
」
と
「
学
校
経
営
の
改
善
」
の
推
進

〇 

基
本
方
針
５
　「
伝
統
文
化
の
保

存
」
と
「
郷
土
愛
育
成
」
の
推
進

〇 

基
本
方
針
２
　「
確
か
な
学
力
の

定
着
」
と
「
個
性
や
創
造
力
の
伸
長
」

の
推
進

地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
広
域
的

な
視
点
に
立
つ
教
育
行
政
を
進
め
る

と
と
も
に
、
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り
、
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
を
目
指
し
た
学
校
経
営
を

支
援
す
る
。

⑴ 

教
育
目
標

⑵ 

基
本
方
針

〇 

基
本
方
針
１
　「
人
権
尊
重
の
精

神
」
と
「
社
会
貢
献
の
精
神
」
の
育
成

〇 

基
本
方
針
３
　「
総
合
的
な
教
育

力
」
と
「
生
涯
学
習
」
の
充
実

〇 

基
本
方
針
４
　「
町
民
の
教
育
参

加
」
と
「
学
校
経
営
の
改
善
」
の
推
進

〇 

基
本
方
針
５
　「
伝
統
文
化
の
保

存
」
と
「
郷
土
愛
育
成
」
の
推
進

〇 

基
本
方
針
２
　「
確
か
な
学
力
の

定
着
」
と
「
個
性
や
創
造
力
の
伸
長
」

の
推
進

郷
土
を
知
り
、
郷
土
を
愛
す
る
心

を
育
成
し
、
町
の
発
展
に
寄
与
し
う

る
町
民
を
育
て
る
。

第 220 号

発　行

奥多摩町教育委員会

令和 2 年 6 月 1 日現在
 児 童 数 147 名
 生 徒 数 68 名
 教職員数 46 名

奥
多
摩
町
教
育
委
員
会
の

　

教
育
目
標
と
方
針
に
つ
い
て
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令
和
２
年
２
月
27
日
に
開
催
さ
れ

た
政
府
第
15
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
に
お
け
る
要
請
に

基
づ
き
、
奥
多
摩
町
で
も
児
童

・
生
徒

の
健
康
を
第
一
に
考
え
、
町
立
学
校

を
３
月
２
日
か
ら
春
季
休
業
ま
で
臨

時
休
業
と
し
ま
し
た
。

そ
の
期
間
中
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習

を
保
障
す
る
た
め
に
、
小
学
校
は
週
に

１
回
登
校
日
を
設
け
、
家
庭
学
習
の

課
題
の
配
布
や
回
収
を
行
い
ま
し
た
。

中
学
校
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
課
題
の
や
り
取
り
を
行

い
ま
し
た
。
他
に
も
、
ス
ト
レ
ス
発
散
や

運
動
不
足
の
解
消
を
目
的
と
し
て
、
放

課
後
の
校
庭
開
放
を
実
施
し
ま
し
た
。

新
年
度
に
入
っ
て
も
都
内
の
感
染
状

況
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
感
染
者
の

爆
発
的
な
増
加
が
発
生
し
か
ね
な
い

厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
東

京
都
の
方
針
に
沿
い
、
４
月
６
日
か
ら

５
月
６
日
ま
で
を
臨
時
休
業
と
し
ま
し

た
。そ

の
よ
う
な
中
、
４
月
７
日
に
は
、

国
か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態

宣
言
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

人
と
の
接
触
を
で
き
る
限
り
減
ら
す

た
め
、
小
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
登

校
日
を
、
休
ん
で
も
欠
席
扱
い
と
せ
ず
、

保
護
者
が
課
題
の
提
出
や
受
け
取
り

を
し
て
も
良
い
課
題
提
出
日
と
し
、
新

し
い
学
年
で
の
学
習
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
中
学
校
で
は
新
一
年
生
に
も

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
布
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
教
員
と
の
や
り
取
り
を
継

続
し
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
か
ら
は
、
臨
時
休
業
の

長
期
化
に
伴
い
、
日
中
、
一
人
で
留
守

番
を
す
る
こ
と
が
難
し
い
小
学
生
の
た

め
に
教
室
を
開
放
し
、
自
習
を
し
て
過

ご
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
居
場
所
を
確

保
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
５
月
４
日
の
緊
急
事
態

宣
言
の
延
長
を
受
け
、
５
月
31
日
ま

で
を
臨
時
休
業
と
し
、
年
度
を
ま
た

い
だ
臨
時
休
業
は
、
実
に
３
か
月
に

も
及
び
ま
し
た
。

学
校
が
再
開
さ
れ
ま
し
て
も
、
感

染
予
防
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
教

育
活
動
が
制
約
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

授
業
時
数
の
確
保
の
た
め
、
夏
休
み

期
間
や
行
事
の
見
直
し
も
必
要
と
な

り
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
御
理
解
と

御
協
力
の
程
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願

い
い
た
し
ま
す

。

新
型
感
染
症
拡
大
防
止
に
伴
う

　
町
立
学
校
で
の
対
応
に
つ
い
て

令和2年度　教職員の人事異動がありました

学校名
転　　出　　者 転　　入　　者　　等

担　当  氏　　名 新　　任　　校　　等 担 当 氏　　名 前　　任　　校　　等

古里小

特別支援 市 川　 祥 子 退　職 特別支援 金丸 淳一郎 東京都立羽村特別支援学校

全 科 田 中　 直 子 退職（再任用で古里小へ） 全 科 田 中　 直 子 再任用

養 護 峰　　 孝 子 退職（再任用で古里小へ） 養 護 峰　　 孝 子 再任用

氷川小

副 校 長 山 根　 祐 哉 青梅市立成木小学校 副 校 長 野 尻　 迅 人 立川市立第九小学校 ( 副校長昇任）

全 科 安 藤　 浩 太 昭島市立光華小学校 全 科 峯 岸　 覚 美 立川市立西砂小学校

 ― ― ― 全 科 服部 志濃生 八王子市立高嶺小学校

全 科 　 町　 保 治 退職（再任用で氷川小へ） 全 科 　 町　 保 治 再任用

全 科 小山 裕美子 あきる野市立多西小学校 特別支援 光武 和香子 産育休業より復帰

養 護 村 田　 直 美 退　職 養 護 藺草 志桜里 産育休業より復帰

奥多摩中
特別支援 後 藤　 愛 東京都立村山特別支援学校 特別支援 田 中　 優 音 新規採用

保健体育 山 下　 令 子 退職（再任用で奥多摩中へ） 保健体育 山 下　 令 子 再任用
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全
身
全
霊

３
年
ぶ
り
の
奥
多
摩

古
里
小
学
校
　 

金
丸
　
淳
一
郎

念
願
の
奥
多
摩
の
地

氷
川
小
学
校
　 

峯
岸
　
覚
美

美
し
い
自
然
と
心

氷
川
小
学
校
　 

服
部
　
志
濃
生

私
の
ス
タ
ー
ト
地
点

奥
多
摩
中
学
校
　 

田
中
　
優
音

こ
の
度
氷
川
小
学
校
の
副
校
長
を

拝
命
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

生
ま
れ
も
育
ち
も
西
多
摩
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
地
で
教
員
を
す
る

こ
と
を
願
っ
て
き
ま
し
た
。
東
京
の

中
に
在
り
な
が
ら
、
質
実
剛
健
な
資

質
を
も
つ
こ
の
地
域
の
人
た
ち
が
、

本
当
に
大
好
き
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
世
の
中
は
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
を
続
け
て
い
ま
す
。
今

は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
の
戦

い
と
い

う
、
全
く
予
期
し
な
か
っ
た
状
況
に

世
界
中
の
人
た
ち
が
置
か
れ
て
い
ま

す
。
も
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
に

対
応
で
き
る
多
様
さ
を
身
に
付
け
る
。

今
の
教
育
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。

そ
の
よ
う
な
力
を
つ
け
る
教
育
を

実
践
で
き
る
よ
う
、
学
校
の
要
と
し

て
全
力
を
注
ぐ
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

全
身
全
霊

３
年
ぶ
り
の
奥
多
摩

古
里
小
学
校
　 

金
丸
　
淳
一
郎

念
願
の
奥
多
摩
の
地

氷
川
小
学
校
　 

峯
岸
　
覚
美

美
し
い
自
然
と
心

氷
川
小
学
校
　 

服
部
　
志
濃
生

私
の
ス
タ
ー
ト
地
点

奥
多
摩
中
学
校
　 

田
中
　
優
音

羽
村
特
別
支
援
学
校
か
ら
異
動
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
前
は
氷
川
小
学

校
に
い
た
の
で
、
久
々
の
奥
多
摩
で

す
。
通
勤
途
中
に
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
な

ど
の
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
の
を
見

て
、
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
よ
う
な
う

れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

特
別
支
援
学
校
で
強
く
感
じ
た
こ

と
は
「
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

誰
も
が
成
長
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
も
っ
て
い
る
。
適
切
な
支
援
に
よ

っ
て
、
よ
り
良
い
学
習
や
活
動
が
で

き
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
子
ど
も

の
困
り
感
に
寄
り
添
い
、
心
も
体
も

元
気
に
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

全
身
全
霊

３
年
ぶ
り
の
奥
多
摩

古
里
小
学
校
　 

金
丸
　
淳
一
郎

念
願
の
奥
多
摩
の
地

氷
川
小
学
校
　 

峯
岸
　
覚
美

美
し
い
自
然
と
心

氷
川
小
学
校
　 
服
部
　
志
濃
生

私
の
ス
タ
ー
ト
地
点

奥
多
摩
中
学
校
　 

田
中
　
優
音

氷
川
小
学
校
の
赴
任
が
決
ま
っ
た

瞬
間
の
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
！
自
分
で
も

驚
く
ほ
ど
自
然
に
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
、
奥
多
摩

の
地
で
働
く
こ
と
を
ず
っ
と
願
っ
て

い
た
の
で
、
氷
川
小
学
校
の
子
ど
も

た
ち
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し

い
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

実
際
に
赴
任
し
て
み
る
と
、
素
敵

な
所
が
あ
り
す
ぎ
て
、
毎
日
の
充
実

感
は
言
葉
に
表
す
こ
と
が
で
き
な
い

程
で
す
。

長
か
っ
た
休
校
が
明
け
、
こ
れ
ま

で
の
分
も
含
め
て
充
実
し
た
学
校
生

活
に
な
る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
と
毎

日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
素
直

で
笑
顔
が
本
当
に
素
敵
な
子
ど
も
た

ち
。
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
仕
方
あ

り
ま
せ
ん
。

全
身
全
霊

３
年
ぶ
り
の
奥
多
摩

古
里
小
学
校
　 

金
丸
　
淳
一
郎

念
願
の
奥
多
摩
の
地

氷
川
小
学
校
　 

峯
岸
　
覚
美

美
し
い
自
然
と
心

氷
川
小
学
校
　 

服
部
　
志
濃
生

私
の
ス
タ
ー
ト
地
点

奥
多
摩
中
学
校
　 

田
中
　
優
音

今
春
、
八
王
子
市
の
高
嶺
小
学
校

か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
、
服

部
志
濃
生

（
は
っ
と
り
し
の
ぶ
）
と

申
し
ま
す
。

周
り
を
美
し
い
深
緑
色
の
山
並
み

に
囲
ま
れ
た
校
舎
で
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
過
ご
せ
る
日
々
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

氷
川
小
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
の
推
進
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
充
実

も
図
ら
れ
て
お
り
、
大
自
然
に
恵
ま

れ
た
ア
ナ
ロ
グ
環
境
と
最
先
端
の
デ

ジ
タ
ル
教
育
が
共
存
す
る
環
境
で
、

授
業
が
で
き
る
こ
と
も
興
味
深
く
感

じ
て
い
ま
す
。

社
会
の
中
で
活
き
る
学
力
、
思
い

や
り
の
あ
る
優
し
い
心
を
育
て
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

全
身
全
霊

３
年
ぶ
り
の
奥
多
摩

古
里
小
学
校
　 

金
丸
　
淳
一
郎

念
願
の
奥
多
摩
の
地

氷
川
小
学
校
　 

峯
岸
　
覚
美

美
し
い
自
然
と
心

氷
川
小
学
校
　 

服
部
　
志
濃
生

私
の
ス
タ
ー
ト
地
点

奥
多
摩
中
学
校
　 

田
中
　
優
音

初
め
ま
し
て
。
大
阪
府
出
身
、
東

京
へ
来
て
３
年
目
と
な
り
ま
す
。
専

門
は
国
語
で
、
こ
の
３
年
は
あ
き
る

野
市
と
青
梅
市
で
働
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
年
度
よ
り
奥
多
摩
中
学
校

の
特
別
支
援
教
室
に
採
用
と
な
り
ま

し
た
。
自
分
が
こ
れ
ま
で
見
聞
き
し

て
き
た
学
校
規
模
と
か
な
り
異
な
り

戸
惑
っ
て
い
ま
す
が
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
と
よ
り
深
く
関
わ
り
、
し
っ
か

り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
可

能
な
点
で
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
国
語
科
の
専
門
性
を
生
か

し
つ
つ
、
生
徒
に
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
身
に
付
け

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
徒

の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
楽
し
み
な

が
ら
、
共
に
成
長
し
続
け
る
教
員
で

あ
り
た
い
で
す
。
精
一
杯
勤
め
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

氷川小学校

副校長　野尻  迅人
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図
書
館
よ
り

　
　
　

新
し
い
本
の
ご
紹
介

一
般
書

告
解

薬
丸 

岳 

著 

講
談
社 

輪
舞
曲
　
　
　

 

朝
井 

ま
か
て 
著 

新
潮
社

猫
を
棄
て
る
　
　
　
　
　
　
　

村
上 

春
樹 

著 

文
藝
春
秋

逆
ソ
ク
ラ
テ
ス
　

伊
坂 

幸
太
郎 

著 

集
英
社

い
つ
も
卵
が
あ
る
と
い
い
　             

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

切
り
花
を
２
週
間
長
持
ち
さ
せ
る

家
の
光
社

児
童
書

ダ
ン
ゴ
ム
シ
が
や
っ
て
き
た
　
　

ゆ
ー
ち
み
え
こ 

絵　

ア
リ
ス
館

も
り
の
か
ば
ん
や
さ
ん 

ふ
く
ざ
わ
ゆ
み
こ
作

・
絵

 　
　
　

 　

学
研
プ
ラ
ス

教
育
委
員
会
の
動
き

(

令
和
元
年
11
月
～
令
和
２
年
３
月)

◎
11
月
定
例
会

（
11
月
21
日
）

・
協
議
事
項
―
令
和
２
年
度
奥
多
摩
町

教
育
委
員
会
の
教
育
目
標

・
基
本
方

針
に
つ
い
て

◎
12
月
定
例
会

（
12
月
19
日
）

・
教
育
長
報
告

・
教
育
課
長
報
告
他

◎
１
月
定
例
会

（
１
月
29
日
）

・
教
育
長
報
告

・
教
育
課
長
報
告
他

◎
２
月
臨
時
会

（
２
月
12
日
）

・
議
案
第
１
号
―
奥
多
摩
町
立
学
校
管

理
職
の
任
命
に
つ
い
て

◎
２
月
定
例
会

（
２
月
25
日
）

・
議
案
第
２
号
―
奥
多
摩
町
立
学
校
区

域
外
就
学
の
承
認
に
つ
い
て
他
８
議
案

◎
３
月
定
例
会

（
３
月
24
日
）

・
議
案
第
11
号
―
令
和
２
年
度
教
育
課

程
の
承
認
に
つ
い
て

　《 

新
た
な
ス
タ
ー
ト 

》

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
八
木
橋
　
咲
月

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防

の
た
め
、

３
月

か
ら
休

校

が
続

い

た
状
態
で
の
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。
６
月
か
ら
よ
う
や
く

登
校
が
再
開
と
な
り
、
学
校
で
子
ど

も
た
ち
の
元
気
な
姿
が
見
ら
れ
、
賑

や
か
な
学
校
が
少
し
ず
つ
戻
っ
て
き

た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
も
保
護
者
の
皆
様
も
、

数
か
月
間
に
渡
り
、
状
況
の
変
化
に

合
わ
せ
た
、
生
活
や
学
習
へ
の
取
り

組
み
を
工
夫
し
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
登

校
が
再
開
と
な
っ
た
こ
と
で
見
え
て

き
た
心
配
事
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。教

育
相
談
室
で
は
、
お
困
り
に

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
心
配
な
こ
と
の

お
話
を
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
電
話
等

で
も
ご
相
談
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

奥
多
摩
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
教
育

相
談
室
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
心
の
ケ
ア
等

に
関
す
る
情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

感
染
予
防
等
、
登
校
再
開
後
も
何
か

と
気
の
抜
け
な
い
日
々
が
続
く
と
思

わ
れ
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
既
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
内
容
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

奥
多
摩
町
教
育
相
談
室

【
場　

所
】
奥
多
摩
町
福
祉
会
館
２
階

【
開
室
日
】
月
～
金
曜
日

 

　
　

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
）

【
相
談
の
形
】

　

〇
来
室
相
談
〇
電
話

・
メ
ー
ル
相
談

※
来
室
相
談
は
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
等
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
相
談
例
】

・
学
校
生
活
や
日
常
生
活
で
の
お
子
さ
ん

へ
の
心
配

（
学
校
に
い
け
な
い
、
登
校

渋
り
、
友
達
と
上
手
く
遊
べ
な
い
、
困
っ

た
癖
が
あ
る
な
ど
）

・
お
子
さ
ん
の
発
達
に
関
す
る
ご
相
談

（
言
葉
の
理
解
や
発
達
が
遅
い
様
に

感
じ
る
、
勉
強
に
意
欲
が
出
な
い
、

学
力
面
に
つ
い
て
）

【
そ
の
他
で
き
る
こ
と
】

・
福
祉
手
当
や
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
機
関
、

　

医
療
機
関
な
ど
の
ご
紹
介

・
お
子
さ
ん
へ
の
指
導

・
支
援
な
ど

【
電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

（83）

‐
２
３
４
０

【
メ
ー
ル
】okusoudan@

tow
n.okuta.tokyo.jp
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平成３１年度奥多摩町学校給食センターの運営と決算報告平成３１年度奥多摩町学校給食センターの運営と決算報告

平成３１年度奥多摩町学校給食センター会計収支決算書

平成31年度は、 年間給食回数、 小学校174回 ・ 中学校177回を実施し、 総食数は49,495食 （小学校

32,392食、 中学校17,103食） を提供しました。 前年と比較すると7,322食減少となりました。 昨年10月には

台風19号の影響により7日間の臨時の給食メニューを提供しました。 また3月には新型コロナウイルス感染症

拡大防止に伴う一斉臨時休業により給食数が大幅に減少しました。

栄養面では、 全体にバランスのとれた内容になるよう献立を工夫し、 旬の素材を使用した、 できるだけ手

作りの給食を提供するように努力しております。 また、 調理後短時間で提供できるように努め、 衛生面には特

に注意を払っております。

給食費については、小学校は月額、低学年 （1・2年生） 3,800円、中学年 （3・4年生） 4,100円、高学年 （5・

6年生） 4,400円、 中学校は月額5,300円として運営しました。 保護者の皆様からいただいた給食費は全て

食材料費として使われ、 1食当たりの食材料費は約270円となりました。 収支差引残額については、 次年度

に繰越しをさせていただいております。 また、 令和元年 6月15日の学校給食センター運営委員会において給

食費の改定について決定いただき、 令和2年 4月から小学校は月額、 低学年 （1 ・ 2年生） 4,100円、 中学

年 （3 ・ 4年生） 4,400円、 高学年 （5 ・ 6年生） 4,700円、 中学校は月額5,600円の給食費となります。

食材料費以外の人件費、 光熱水費等については、 全て町で負担しております。

なお、 町では、 子ども・ 子育て支援推進事業の一環として、 給食費の全額助成を行っており、 保護者の

皆さまには一旦納入をお願いいたしますが、 後から助成が行われております。

科　　　　　目 予　算　額 収入済額 比較増△減 説　　　　　　　明
１ 給食費 15,044,860 14,968,960 △ 75,900

１児童給食費 6,617,460 6,393,460 △ 224,000 古里小 3,827,600

氷川小 2,565,860

過年度分 0

２生徒給食費 4,605,700 4,330,100 △ 275,600 奥多摩中 4,330,100

過年度分 0

３職員給食費等 3,821,700 4,245,400 423,700 古里小 1,131,840

氷川小 1,098,660

奥多摩中 1,375,700

センター 550,200

試食等 89,000

２ 繰越金 338,023 338,023 0

１繰越金 338,023 338,023 0 前年度繰越金

３ 雑収入他 117 291,951 291,834

１雑収入 117 1,951 1,834 預金利子 ・ 親子料理教室食材費

2その他 290,000 290,000 断水時学校給食負担金

　合　　　　　　計 15,383,000 15,598,934 215,934

科　　　　　目 予　算　額 収入済額 比較増△減 説　　　　　　　明
１ 主食費 1,855,000 2,414,239 559,239

１パン類費 476,000 563,548 87,548 古里小学校31回、 氷川小学校29回、 中学校30回

２麺類費 224,000 187,429 △ 36,571 古里小学校14回、 氷川小学校14回、 中学校14回

３米穀費 1,155,000 1,663,262 508,262 古里小学校129回、 氷川小学校131回、 中学校133回

２ 　副食費 10,462,000 9,630,473 △ 831,527

１副食費 10,462,000 9,630,473 △ 831,527 小学校174回、 中学校177回

３ 牛乳費 2,906,000 2,951,651 45,651

１牛乳費 2,906,000 2,951,651 45,651 小学校174回、 中学校177回

４ 返還金 10,000 271,100 261,100

１返還金 10,000 271,100 261,100 転出者、 3月分給食費返還金(教職員)

５ 手数料 0 0 0

６ 予備費 150,000 0 △ 150,000

　合　　　　　　計 15,383,000 15,267,463 △ 115,537

収入の部

支出の部

自 平成３1 年４月 １日 
至 令和 ２年３月３１日

（単位：円）

収支差引残金   331,471 円
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郷
土
奥
多
摩
（
文
化
財
）

そ
の
17

巨
樹
盛
衰

　
文
化
財
保
護
審
議
委
員　

堀
口
行
雄

奥
多
摩
町
は
日
本
一
巨
樹
の
多
い

町
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
日
原

地
区
に
は
900
本
を
超
え
る
巨
樹
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
因
み
に
巨
樹

と
は
地
上
か
ら
高
さ
１
・
３
m
の
所

の
幹
回
り
を
測
り
３
m
以
上
あ
る

木
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
町
に
は
日
原
地
区
以
外

に
も
多
く
の
巨
樹
が
点
在
し
て
い
ま

す
。
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
巨
樹
だ
け
で
も
、
東
京
都
指
定
で

・
氷
川
神
社
の
三
本
杉

・
倉
沢
の
ヒ
ノ
キ

・
小
丹
波
古
里
附
の
イ
ヌ
グ
ス

が
あ
り
、
ま
た
町
の
指
定
で
は

・
小
丹
波
の
イ
ヌ
グ
ス

・
梅
沢
の
イ
ヌ
グ
ス

・
槐
木
の
サ
イ
カ
チ

・
向
寺
地
の
ア
カ
ガ
シ

が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
挙
げ
た
以
外
で
も
、
自
然

豊
か
な
奥
多
摩
で
は
、
人
知
れ
ず
ひ

っ
そ
り
と
佇
む
巨
樹
も
沢
山
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
こ
れ
ら
巨
樹
た
ち
は
大
雨

や
強
風
、
土
砂
崩
れ
、
雷
な
ど
の
自

然
災
害
に
も
耐
え
、
人
の
何
世
代
に

も
ま
た
が
り
根
を
お
ろ
し
て
き
ま
し

た
。そ

ん
な
長
生
き
な
巨
樹
た
ち
に
も

必
ず
寿
命
は
あ
り
ま
す
。

こ
こ
百
年
く
ら
い
で
私
た
ち
の
暮

ら
し
が
大
き
く
変
わ
り
、
便
利
さ
や

快
適
さ
等
の
追
求
に
よ
り
、
交
通
網

の
急
速
な
発
達
、
大
気
汚
染
、
温

暖
化
、
地
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
等
の

影
響
で
巨
樹
に
と
っ
て
は
決
し
て
棲

み
や
す
い
環
境
で
は
な
く
な
り
ま
し

た
。古

里
附
の
イ
ヌ
グ
ス
を
見
れ
ば
、

今
は
２
つ
に
分
か
れ
た
主
幹
の
片
方

は
完
全
に
腐
り
、
も
う
片
方
も
大
枝

を
鉄
柱
に
支
え
ら
れ
た
痛
々
し
い
姿

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
樹
勢
が
旺
盛

な
頃
は
、
主
幹
の
太
さ
か
ら
見
て
も

見
事
な
樹
姿
だ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ

れ
ま
す
。
樹
の
衰
え
を
加
速
さ
せ
た

要
因
の
ひ
と
つ
が
、
す
ぐ
上
を
青
梅

線
が
走
り
、
ま
た
す
ぐ
下
を
国
道
が

通
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

氷
川
の
三
本
杉
も
す
ぐ
脇
を
国
道

が
通
り
、
根
の
一
部
に
被
さ
る
よ
う

に
舗
装
さ
れ
た
生
活
道
が
通
っ
て
い

ま
す
。
生
育
に
は
決
し
て
良
い
環
境

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

一
方
、
大
楢
峠
の
大
ナ
ラ

（
樹
種

は
コ
ナ
ラ
）
は
天
寿
を
全
う
し
た
巨

樹
と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。

御
岳
山
に
通
じ
る
裏
参
道
の
起

点
に
あ
た
り
、
以
前
か
ら
多
く
の
人

に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
平
成
15

年
、
主
幹
が
倒
壊
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
以
前
か
ら
根
元
周
辺
が
腐
り

空
洞
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
い
つ

倒
壊
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
態
に

な
っ
て
は
い
ま
し
た
が
。

大
楢
峠
周
辺
は
今
で
も
建
築
物
等

は
な
く
昔
か
ら
の
状
態
で
す
の
で
本

来
の
寿
命
が
き
た
と
い
え
る
で
し
ょ

う
か
。
大
気
汚
染
や
温
暖
化
の
影
響

が
全
く
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
。

話
を
古
里
附
の
イ
ヌ
グ
ス
に
戻
し

ま
す
が
、
姿
こ
そ
痛
々
し
く
見
え
ま

す
が
、
今
も
大
枝
か
ら
は
葉
が
茂
り

生
き
よ
う
と
す
る
力
が
衰
え
て
い
る

よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
き
っ
と
私

た
ち
の
次
の
ま
た
そ
の
次
の
世
代
ま

で
生
き
抜
い
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。今

は
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
社
会
状

況
で
す
が
、
こ
ん
な
時
勢
だ
か
ら
こ

そ
、
幾
多
の
災
害
を
乗
り
越
え
て
き

た
巨
樹
と
向
き
合
え
ば
、
心
の
安
ら

ぎ
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

古里附のイヌグス

大楢峠の大ナラ ( 倒壊前 )大楢峠の大ナラ ( 倒壊後 )


